
地域支援テレビシステムの活用（2）  

適熟鋏療軸鱒鰍姻戚覿                            ■り  

県立松代病院   

大学病院検討会室   

（研修医を含め）  

「ツツガムシ病」や「レプトスピラ感染症」「マムシ岐症」な  

どの症例や、診断や治療困難症例などについて，地域  
医療病院と大学病院との検討   



地域支援テレビシステムの活用（3）   



地域支援テレビシステムの活用（4）  

県立松代病院  

数
野
鼠
艶
．
迄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
t
 
 

松代・津川間で地元首長・  

有識者を交えた情報交換会  

県立津川病院  



地域支援テレビシステムの活用（5）  

医学部医学科4年次学生  

臨床実習入門「地域医療」  

県立松代病院 県立津川病院  
県立柿崎病院 厚生連栃尾郷病院  
県立妙高病院 佐渡市立両津病院  
厚生連佐渡総合病院   （J「  



地域支援テレビシステムを設置している医療機関  

中越地震被災地のみならず離島・豪雪地帯など広域の医療過疎地域を抱えている「．   



地域支援テレビシステムの活用（6）  

大学専門医への   

症例相談  212  

64  卒前■卒後医学教育への活用  

大学病院からの，あるいは   
地域医療機関同士  

の講演会など  
12  

19  その他  

307  

平成20年5月18日現在   



地域支援テレビシステムの効果  

・地域支援テレビシステムは地域と大学間，あるいは  

地域間の連携を活性化している：兼学恕観蟻病院  
三 

．・ －－－ 1‾き∴十－－11－よ‾＿ヰ  ー・：一三主音議転註∴・．・・．室＿・  
・地域を支える総合医療チームの力を向上させ，大学  
教育の質の向上を図り，地域医療を担う医師の定着  
に寄与する。医療支援への動機付け。  

「赤ひげチーム  

医療人」の定着   

情報の共有■連携  

の活性化  

新潟大学医歯学総合病院  



赤ひげチームプログラム  

設
 
 
 



新潟大学からの県内11地域医療機関への支援状況  

ト†   



～新潟県の研修医確保に向けて～  

新潟大学が中心となり良医育成新潟県コンソーシアムを結成  

（目的）  

コンソーシアムは、新潟県内の臨床研修病院（新潟  
大学医歯学総合病院を含む）における医師及び臨床   

研修医の確保及び定着の促進を図り、本県の地域  
医療を担う良医育成に資することを目的とする。  

（コンソーシアムの事業）  

（1）臨床研修制度に係る情報交換、臨床研修対策等に   
関すること  

（2）本県の臨床研修指定病院のPRに関すること  

（3）臨床研修指定病院の指導体制の充実に関すること  

（4）その他必要な事項に関すること   



新潟県内研修医マッチングの動向  

■新潟大学病院■新潟県内臨床研修病院  

こ▼   



研修希望者の選択性をより多様にするために，  
平成20□度  より3つの研修プログラムを用意した  

研修プログラムA（内科重点コース）：   

将来，内科系を希望し，内科研修を充実させたい研修医   
向けプログラム  

研修プログラムB（外科系重点コース）：   

将来，外科系を希望し，外科系研修を充実させたい研修医   
向けプログラム  

研修プログラムC（専門重点コース）：   

卒後臨床研修修了後の専門研修希望診療科を決めている  

研修医が，臨床研修当初より後期専門研修を念頭に置いて  
研修を行えるプログラム   

研修プログラムCでは，専門研修希望診療科での3ケ月研  

修から臨床研修を開始し，希望診療科で研修を修了する   



新潟大学病院におけるプログラムCマッチ者の増による  

（マッチ者数）  

ロブログラムXorAJプログラムBlrプログラムC   



研修終了後に新潟大学病院に新規所属者（いわゆる入局者）の数  
（名）  

の   

H14  H15  H16  H17   

t男性■女性  

H18  H19  H20   



まとめ  

深刻な医師不足状態の新潟県における地域医療維持には、  
医療機関のチーム連携が必須であり、大学病院がその中心とな  
り、効果的な役割を果たす。   

大学病院の若手医師、中堅医師の処遇改善をはじめ、地域  
医療の中心・最後の砦となる大学病院の機能の充実に資する  

施策が必要。   

臨床研修制度は、専門（後期）研修を見据えて、学部教育に  
おける臨床実習との接続（卒前・卒後）に焦点を絞って検討すべ  

き。   



1AJ梨 EI E】桑斤 戸訊  
2008年（平成20年）   6月1日 日■日  2巌圃  （2）  

最
近
の
医
療
現
場
に
お
け
る
混
 
 

迷
と
不
安
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
 
 

る
。
小
児
科
、
産
科
の
閉
鎖
、
救
 
 

急
指
定
を
返
上
す
る
病
院
の
続
 
 

出
、
さ
ら
に
は
病
院
の
相
次
ぐ
破
 
 

綻
（
は
た
ん
）
な
ど
、
医
師
不
足
 
 

に
起
因
す
る
医
療
の
危
機
を
反
映
 
 

し
た
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。
特
 
 

に
地
域
医
療
を
担
う
地
方
の
医
療
 
 

時
療
 
 

現
場
で
は
、
医
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー
 
 

不
足
の
解
決
策
に
光
明
を
見
い
だ
 
 

せ
す
に
、
暗
清
（
あ
ん
た
ん
）
と
 
 

し
て
い
る
。
そ
の
原
因
が
医
師
の
 
 

絶
対
数
不
足
と
と
も
に
地
域
的
偏
 
 

雇
と
診
療
科
ご
と
の
偏
り
に
あ
る
 
 

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

医
師
養
成
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
 
 

制
度
廃
止
か
ら
実
に
三
十
六
年
ぶ
 
 

り
に
卒
後
臨
床
研
修
制
度
の
大
改
 
 

革
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
四
年
四
月
 
 

か
ら
新
し
い
臨
床
研
修
制
度
が
ス
 
 

タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
基
本
理
念
は
、
 
 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
た
め
基
本
 
 

的
な
診
療
能
力
を
幅
広
く
修
得
す
 
 

る
と
と
も
に
、
医
師
と
し
て
の
人
 
 

格
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
「
地
方
で
研
修
医
を
 
 

ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
、
研
修
 
 

の
内
容
と
東
町
向
上
を
ど
う
確
保
 
 

し
て
い
く
か
」
の
具
体
策
が
な
い
 
 

ま
ま
、
研
修
予
定
者
の
希
望
と
受
 
 

け
入
れ
る
研
修
病
院
側
の
意
思
で
 
 

決
ま
る
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
が
導
入
 
 

さ
れ
、
研
修
医
は
自
由
に
研
修
病
 
 

院
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
 
 

の
結
果
、
大
都
市
圏
以
外
で
は
研
 
 

修
医
が
不
足
す
る
と
い
う
地
域
偏
 
 

在
が
顕
著
に
な
り
、
医
療
危
機
に
 
 

拍
車
を
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

地
方
で
深
刻
化
す
る
医
師
不
足
 
 

に
対
し
、
〇
六
年
八
月
、
政
府
関
 
 

係
省
庁
連
絡
会
議
は
「
新
医
師
確
 
 学生と地域医療の課題探る  

た
。
し
か
し
、
医
師
の
‡
成
に
は
 
 

時
間
が
か
か
る
し
、
何
に
よ
り
地
 
 

域
医
療
を
担
う
意
欲
あ
る
医
師
の
 
 

育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
 
 

え
る
。
 
 
 

章
雪
地
帯
や
山
間
地
、
離
島
を
 
 

抱
え
る
新
潟
県
の
医
師
不
足
は
特
 
 

に
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
新
 
 

潟
大
で
は
地
域
医
療
を
担
う
医
師
 
 

保
稔
合
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
、
 
 

人
口
当
た
り
の
医
師
数
と
面
積
当
 
 

た
り
の
医
師
数
が
少
な
い
青
森
、
 
 

岩
手
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
、
新
 
 

潟
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
、
三
重
 
 

の
十
県
で
〇
八
年
度
か
ら
最
大
十
 
 

年
間
、
一
年
当
た
り
十
人
琶
で
県
 
 

内
の
大
学
の
医
学
部
定
見
を
増
や
 
 

す
と
い
う
医
師
‡
成
策
を
発
表
し
 
 

武
 
 

文
 
 

集
 
下
 
 

の
養
成
・
医
学
教
育
へ
の
積
極
的
 
 

な
取
り
組
み
と
し
て
、
〇
五
年
度
 
 

か
ら
「
中
越
地
震
に
学
ぷ
赤
ひ
げ
 
 

チ
ー
ム
医
療
人
の
育
成
」
と
い
う
 
 

特
色
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
 
 

る
。
そ
の
理
念
は
、
一
人
の
カ
リ
 
 

ス
マ
性
あ
る
献
身
的
な
赤
ひ
げ
医
 
 

師
に
頼
る
の
で
は
な
く
「
シ
ス
テ
 
 

ム
と
し
て
地
域
医
煮
を
支
え
る
医
 
 

師
を
養
成
す
る
体
制
」
壷
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

具
体
的
な
三
つ
の
柱
は
①
学
部
 
 

・
学
科
を
超
え
た
学
生
に
よ
る
地
 
 

域
医
窟
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
 
 

実
践
②
卒
後
臨
床
研
修
で
の
、
地
 
 

域
医
療
機
関
と
連
携
・
共
有
し
た
 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
医
虎
チ
ー
ム
 
 

の
訪
問
診
療
研
修
③
す
で
に
地
域
 
 

で
医
療
を
担
っ
て
い
る
医
師
へ
の
 
 

人
的
、
物
的
お
よ
ぴ
シ
ス
テ
ム
と
 
 

し
て
の
支
捷
－
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
様
が
新
潟
大
と
十
三
地
域
 
 

医
兼
機
関
を
専
用
回
線
で
結
人
だ
 
 

遠
隔
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
あ
 
 

る
。
大
学
病
院
内
の
登
録
医
師
が
 
 

テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
地
域
の
 
 

医
師
と
の
双
方
向
の
情
報
交
換
を
 
 

密
に
し
、
し
ば
し
ば
直
接
地
域
に
 
 

出
掛
け
て
地
域
医
療
を
バ
ッ
ク
ア
 
 

ッ
プ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
赤
ひ
 
 

げ
チ
ー
ム
医
療
人
」
と
は
、
大
学
病
 
 

院
を
含
め
地
域
医
療
を
担
う
医
療
 
 

人
全
体
を
チ
ー
ム
と
と
ら
え
、
地
 
 

域
が
抱
え
る
問
題
を
大
学
病
院
も
 
 

共
有
し
、
学
生
や
研
修
医
が
地
域
 
 

医
療
を
経
験
し
、
考
え
る
機
会
と
 
 

す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
地
域
で
 
 

の
学
生
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
 
 

に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
 
 
 

い
す
れ
に
し
て
も
課
題
は
、
明
 
 

日
の
わ
が
国
の
医
療
を
担
う
若
い
 
 

医
学
生
の
教
育
や
研
修
医
の
指
導
 
 

を
通
し
て
、
彼
ら
に
地
域
医
療
へ
 
 

の
「
夢
・
や
り
が
い
」
を
い
か
に
 
 

示
し
て
い
く
か
。
私
た
ち
は
積
極
 
 

的
に
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
 
 

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
 
 

（
新
潟
大
学
長
）
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